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学校給食は、子どもたちの健やかな成⾧を支え、正しい食習慣を育む大切なものです。

本市では、安全・安心で栄養バランスのとれた給食の提供に努めております。 

 本特別号では、学校給食費についてお知らせするとともに、南相馬市の豊かな自然が 

育んだ、四季折々の魅力あふれる給食メニューの一部についてご紹介いたします。 

こどもたちの健やかな成⾧を願って 

― イラスト「食育フォーラム」「イラストＡＣ」より引用― 
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バイキング給食（幼稚園・小中学校全てで実施） 
給食参観や試食会も 

行っています 



学校給食法では、給食室の維持費や調理員の人件費などは「市」
が、食材料費は「保護者」が負担すると定められています。
しかし、南相馬市では、子育て世代の負担を軽減し、こどもたち

の健やかな成⾧を応援するため、令和４年度から学校給食費を無償
化しています。
この取組は、市の「みらいへつなぐ復興基金」を活用して実施し

ています。また、令和８年度からは、国県より「給食費負担軽減交
付金（小学校分：一人当たり年額５７，２００円）」が支給され、
無償化の財源として活用しています。

給食費（食材料費）について ～こどもたちの心身の健やかな成⾧のために～

学校給食の提供には、食材料費（学校給食費）だけでなく、給食
運搬を含めた調理委託料や調理員の人件費、光熱水費や調理用具の
購入費等、さまざまな費用がかかっています。
令和８年度は、１食あたり平均９３４円の予算で学校給食を提供

いたします。

給食を作る費用はどのくらい？ 一食あたりの費用について

※教職員については、学校給食無償化の支援対象外となるため、給食費を徴収しております。

※この費用には、調理機器や施設整備費、学校施設一体型給食室の電気
水道料は含まれていません。

これまで、学校給食費を無償化するため、学校⾧へ給食費相当額を補助金として交付していまし
たが、令和８年度から制度を変更し、保護者から『給食費を徴収しない』形を取ることとしました。
このため、毎年送付していた「学校給食費納入通知書」は、本年度より廃止となります。
（※）教育扶助や就学奨励費等で学校給食費の支給を受けている方は、現行制度の支援により、

給食費を無償化いたします。

― イラスト「食育フォーラム」「イラストＡＣ」より引用―


